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平成２０年度「読書に関する調査」の結果概要

～ 平成２０年１１月１か月に本を何冊読んだか ～

平成２１年３月９日

福 島 県 教 育 委 員 会
【調査結果概要】

平成２０年１１月１か月の平均読書冊数は、小学生は9.1冊、中学生は2.4冊であり、昨年度調査

と比較すると、小学生の平均読書冊数は0.2冊増加し、中学生の平均読書冊数に変化はなかった。

「読まない」と回答した小学生は2.1％、中学生は16.9％であり、昨年度調査と比較すると、小

学生は0.6ポイント減少し、中学生は0.9ポイント増加している。

平成１６年度からの調査結果の推移を見ると、子どもたちの読書量が増加していることが分かる。

その理由として、学校や家庭・地域が読書の大切さを子どもたちに積極的に伝えていることや、「読

み聞かせ」や「全校一斉の読書活動」の実施など、各学校における読書活動推進に向けた取組みが

成果を上げていることがうかがえる。

一方、「１か月に１冊も読まない」と回答した子どもの割合は、学年が上がるにしたがって増加

している。平均読書冊数の数値にのみ目を向けるのではなく、今後とも本を読まない子どもに読書

の楽しさを味わわせるような指導が求められる。

１ 調査の概要

（１）調査の趣旨

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに

し、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものである。

県教育委員会では、平成１６年３月に策定した「福島県子ども読書活動推進計画」を平成２０年

３月に中間見直しを行い、現在、様々な施策を展開している。これらの施策を評価し、今後の施策

に生かすため、本県児童生徒の読書に関する調査を実施している。

・第１回調査：平成１６年１０月実施

・第２回調査：平成１８年 ４月実施

・第３回調査：平成１９年１１月実施（※以後、毎年１１月に実施することとする）

・第４回調査：平成２０年１１月実施（今回調査）

（２）調査項目

ア 各学年における児童生徒１か月の読書冊数（学校及び家庭等での読書冊数の合計）

イ 読書しない理由に関するもの（最も当てはまるものを１つを選択）

ウ 読書するきっかけに関するもの（最も当てはまるものを１つを選択）

エ 本を手に入れた方法に関するもの（最も当てはまるものを１つを選択）

（３）調査対象校及び調査人数について

ア 調査対象校：県内すべての公立小・中学校（分校は除く）

イ 調 査 人 数：各学年１学級を選定する。（すべての児童生徒に調査することも可）

小 学 校 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合 計

調査人数 13,862 14,062 14,324 14,772 14,478 14,910 86,408

中 学 校 １年生 ２年生 ３年生 合 計

調査人数 9,671 10,165 9,992 29,828
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２ １か月の平均読書冊数について（【グラフ１】及び【グラフ２】参照）

○ 平成２０年１１月調査における小学生全体の１か月の平均読書冊数は9.1冊、中学生全体の

１か月の平均読書冊数は2.4冊である。昨年度調査と比較すると、小学生の平均読書冊数は0.2

冊増加し、中学生の平均読書冊数に変化はなかった。

○ １か月の平均読書冊数は、小学校１年生の13.2冊が最高であり、小・中学生ともに学年が上

がるにしたがって減少している。

○ 小学生全体では、「８冊以上読んだ」と回答した児童の割合が43.5％（昨年度は40.9％）で

最も高い。中学生全体では、「１冊読んだ」と回答した生徒の割合が25.2％（昨年度は24.3％）

で最も高く、「２冊読んだ」と回答した生徒の割合が21.5％（昨年度は23.4%）でこれに続いて

いる。

【グラフ１】

【グラフ２】
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３ 「読まない」と回答した児童生徒について（【グラフ３】及び【グラフ４】参照）

○ 「読まない」と回答した児童生徒の割合は、小学生が2.1％、中学生が16.9％であり、昨年

度調査と比較すると、小学生は0.6ポイント減少し、中学生は0.9ポイント増加している。

○ 「読まない」と回答した児童生徒の割合は、小学校１年生が1.0％と最も低く、中学校３年

生が26.6％と最も高い。小・中学生ともに学年が上がるにしたがって「読まない」と回答した

割合が高くなっている。

○ 「読まない」と回答した小学生の「読まない理由」については、「マンガ等が楽しい」と回

答した割合が24.8％で最も高く、「遊びが楽しい」が17.8%、「ゲームが楽しい」が12.5％と続

いている。

○ 「読まない」と回答した中学生の「読まない理由」については、「マンガ等が楽しい」と回

答した割合が25.5％で最も高く、「勉強等で忙しい」が21.6%、「読まなくても困らない」が9.8

％と続いている。

【グラフ３】

【グラフ４】

１か月に１冊も読まなかった児童生徒の割合
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４ 「読書のきっかけ」について（【グラフ５】参照）

○ 小学校では、「学校の図書館で見つけた」と回答した児童の割合がすべての学年において最

も高く、小学生全体では53.3％を占める。続いて「本屋で見つけた」が12.8％、「公共の図書

館で見つけた」が11.0％となっている。

○ 中学校では、「本屋で見つけた」と回答した生徒の割合がすべての学年において最も高く、

中学生全体では47.9％を占める。続いて「学校の図書館で見つけた」が16.0％、「友人に紹介

された」が13.7％となっている。

【グラフ５】

５ 「本を手に入れた方法」について（【グラフ６】参照）

○ 小学校では、「学校の図書館を利用」と回答した児童の割合がすべての学年において最も高

く、小学生全体では60.4％を占める。続いて「自分で買う」が18.3％、「公共の図書館を利用」

が11.8％となっている。

○ 中学校では、「自分で買う」と回答した生徒の割合がすべての学年において最も高く、中学

生全体では56.0％を占める。続いて「学校の図書館を利用」が18.8％、「友達から借りる」が

13.4％となっている。

【グラフ６】
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６ 今後の取組みに当たって

学校における読書活動を更に推進するため、以下に示す「学校図書館の計画的な整備」、「学校図書

館の利活用」及び「望ましい読書指導の在り方」の三つの視点を重視したい。

（１）学校図書館の計画的な整備

公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準として、平成５年３月に文部省が

設定したのが「学校図書館図書標準」（別紙「学校図書館図書標準 算定早見表」参照）であ

る。図書が十分に整備されていない学校図書館では子どもたちの要望にこたえられず、読書意

欲を喚起することも難しい。読書活動を推進する上での基盤そのものに問題があることになる。

各教科及び総合的な学習の時間において、学校図書館を有効に活用し、子どもたちの学習を充

実したものにするためにも、学校図書館の図書の充実が求められる。

学校図書館の図書の利用が増えない学校においては、子どもたちが本当に「読みたい本」を

提供できていないことにもその一因があると考えられる。「よい本」「よくない本」という教職

員の判断だけではなく、保護者や子どもたちの意向も十分に取り入れることのできるような図

書の選定方法を検討することも必要である。

また、子どもたちの読書活動を盛んにするためには、学校図書館に人がいる体制をつくるこ

とが大切であり、そのような体制ができれば、休み時間や放課後を活用して子どもたちはこれ

まで以上に学校図書館に足を運ぶようになると思われる。保護者をはじめとする地域のボラン

ティアの力なども借りて、子どもたちの話し相手、相談相手になるような人が学校図書館にい

る体制が望まれる。さらに、平成１５年度から１２学級以上のすべての学校に司書教諭が配置

されているが、その司書教諭が十分に活動できる時間を確保するなどの条件整備も必要である。

（２）学校図書館の利活用

読書活動については、今なお「国語科の中で行われるもの」と認識している教職員もいると

思われる。しかし、読書の重要性や学校図書館に期待される役割等を考えた場合、読書活動は

一教科の中だけで取り組むものではなく、すべての教科にわたって全校を挙げて取り組むもの

であるという意識を全教職員がもつことが大前提である。

小学校及び中学校新学習指導要領解説（総則編）においても、教育課程実施上の配慮事項と

して「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童（生徒）の主体的、意欲的な

学習活動や読書活動を充実すること。」と明記されている。児童生徒が自ら学ぶ学習・情報セ

ンターとしての機能と豊かな感性や情緒をはぐくむ読書センターとしての機能を発揮すること

や、各教科等において学校図書館を計画的に活用した教育活動の展開に一層努めることなどが

記されている。今回の改訂における各教科等を通じて児童生徒の思考力・判断力・表現力等を

はぐくむ観点からも、読書活動の重要性について共通理解を図る必要がある。

（３）望ましい読書指導の在り方

学年が上がるにしたがって「読まない」と回答した児童生徒の割合が高くなっていることや、

１か月に１冊も本を読まない中学生が16.9％いるという状況があることから、各学校における

状況を十分踏まえた上で、様々な場面で適切な読書指導を行うことが重要である。また、小学

校入学前に読書への関心が十分に培われていない児童が存在することや、中学校１年生の本を

読まない生徒の割合が、小学校６年生の本を読まない児童の割合の約2.4倍となっていること

から、小学校低学年からの継続した読書指導の実施とともに、校種間の連携を図ることが求め

られる。

読書指導に当たっては、本を読むことの楽しさを味わわせるとともに、発達段階に応じて、

本は何を与えてくれるのかなどについて子どもたちに考えさせることも大切であり、教員が自

らの読書経験を踏まえながら、個々の子どもたちの置かれている状況やそれぞれの興味・関心

等にきめ細かく配慮した読書指導を適切に行うことが重要である。

その際、家庭との意思疎通を図る取組みも効果的である。学校と家庭との連携は大切であり、

子どもの励みにもなるからである。現在でも、学校や教員によっては、子どもたちへの読書指

導に加えて、連絡帳等に「読書の欄」を設けて学校での状況を家庭に伝えるなどしており、学

校と家庭の双方において読書活動を奨励することも効果的な方策のひとつである。



（人）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 小学生計 割合(%) 中１ 中２ 中３ 中学生計 割合(%)

13,862 14,062 14,324 14,772 14,478 14,910 86,408 9,671 10,165 9,992 29,828

読まない 139 168 231 342 346 586 1,812 2.1 885 1,489 2,659 5,033 16.9

１冊程度 450 443 718 813 1,355 1,884 5,663 6.6 2,118 2,582 2,811 7,511 25.2

２冊程度 498 579 802 1,090 1,814 2,472 7,255 8.4 2,317 2,310 1,776 6,403 21.5

３冊程度 667 670 968 1,369 2,147 2,461 8,282 9.6 1,726 1,618 1,176 4,520 15.2

４冊程度 744 769 1,005 1,319 1,758 1,842 7,437 8.6 954 731 559 2,244 7.5

５冊程度 859 942 1,328 1,596 1,818 1,565 8,108 9.4 643 550 386 1,579 5.3

６冊程度 691 826 1,017 1,126 1,048 924 5,632 6.5 316 228 172 716 2.4

７冊程度 654 672 893 964 764 698 4,645 5.4 170 142 97 409 1.4

８冊以上 9,160 8,993 7,362 6,153 3,428 2,478 37,574 43.5 542 515 356 1,413 4.7

合計読書冊数 183,265 182,784 147,849 121,519 83,729 71,131 790,277 27,648 25,379 19,511 72,538

平均読書冊数 13.2 13.0 10.3 8.2 5.8 4.8 9.1 2.9 2.5 2.0 2.4

勉強等で忙しい 7 17 25 16 22 34 121 6.7 95 106 887 1,088 21.6

部活動で時間がない 0 4 6 15 12 30 67 3.7 113 173 12 298 5.9

テレビが楽しい 10 4 18 11 31 52 126 7.0 83 137 173 393 7.8

ゲームが楽しい 20 11 26 44 46 80 227 12.5 82 172 117 371 7.4

マンガ等が楽しい 5 9 41 96 118 181 450 24.8 211 386 687 1,284 25.5

遊びが楽しい 54 54 39 76 33 67 323 17.8 58 78 100 236 4.7

どんな本を読んでいいかわからない 13 28 34 26 19 21 141 7.8 38 50 114 202 4.0

読まなくても困らない 4 2 4 14 11 29 64 3.5 68 194 232 494 9.8

本が嫌い 10 6 16 12 25 57 126 7.0 63 97 170 330 6.6

その他 16 33 22 32 29 35 167 9.2 74 96 167 337 6.7

友人に紹介された 583 591 661 663 687 953 4,138 4.9 991 1,372 1,043 3,406 13.7

家族に紹介された 1,114 845 869 774 754 596 4,952 5.9 463 357 306 1,126 4.5

先生に紹介された 836 633 321 409 292 427 2,918 3.4 179 157 134 470 1.9

教科書に載っていた 386 564 219 150 106 309 1,734 2.0 54 41 25 120 0.5

学校の図書館で見つけた 8,103 7,771 7,967 7,976 7,129 6,126 45,072 53.3 1,562 1,208 1,197 3,967 16.0

公共の図書館で見つけた 1,396 1,840 1,667 1,642 1,462 1,298 9,305 11.0 347 274 270 891 3.6

本屋で見つけた 743 963 1,332 1,792 2,544 3,451 10,825 12.8 4,093 4,322 3,469 11,884 47.9

新聞・雑誌等で見た 65 106 148 172 227 371 1,089 1.3 475 429 361 1,265 5.1

その他 497 581 909 852 931 793 4,563 5.4 622 516 528 1,666 6.7

学校の図書館を利用 9,840 9,299 8,629 8,664 7,740 6,910 51,082 60.4 1,867 1,384 1,417 4,668 18.8

公共の図書館を利用 1,590 1,926 1,923 1,764 1,485 1,312 10,000 11.8 333 263 248 844 3.4

友達から借りる 156 179 291 391 461 689 2,167 2.6 921 1,395 1,014 3,330 13.4

自分で買う 1,438 1,720 2,239 2,541 3,307 4,207 15,452 18.3 4,840 5,040 4,017 13,897 56.0

その他 699 770 1,011 1,070 1,139 1,206 5,895 7.0 825 594 637 2,056 8.3

平成２０年度　「読書に関する調査」集計表　　～ １１月１か月に本を何冊読んだか ～

本を手に入れ
た方法

調査人数

読まない理由

読書のきっか
け

読書冊数（１
か月当たり）

平成２１年３月９日　　学習指導課



（別紙）

「読書に関する調査」実施要項

平成２０年１０月１日

福 島 県 教 育 委 員 会

１ 調査の趣旨

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなも

のにし、人生をより深く考えるなど、生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの

である。

県教育委員会においては、平成１６年３月に策定した「福島県子ども読書活動推進計画」の

中間見直しを行い、現在、様々な施策を展開しているところであるが、これらの施策を評価し、

今後の施策に生かすため、本県児童生徒の読書に関する調査を実施する。

なお、「読書週間」（１０月２７日～１１月９日）や「ふくしま教育の日」（１１月１日）

及び「ふくしま教育週間」（１１月１日～７日）を中心として読書活動の推進に向けた気運を

一層高める必要があることから、調査対象の月を１１月とする。

２ 調査項目

（１）各学年における児童生徒１か月の読書冊数

（学校及び家庭等での読書冊数の合計）

（２）読書しない理由に関するもの

（３）読書するきっかけに関するもの

（４）本を手に入れた方法に関するもの

３ 調査方法

（１）各学年１学級を選定する。場合によっては、すべての児童生徒に調査してもよい。

（２）朝や帰りの学級活動の時間等に実施する。

（３）児童生徒の挙手によって人数を調査する。

○ １か月の読書冊数については、おおよそ１１月１日～１１月３０日の１か月を対象

とする。

○ 選択肢は最も当てはまるものを１つ選ぶものとする。



【教職員の校内研修】

校内研修において、県立図書館など公立図書館から講師を招き、ブックトーク等の実演及び実施に当

たってのポイントなどを指導していただいている学校があります。

また、蔵書のデータベース化を図るための入力作業や、傷んだ本の廃棄作業などを全教職員で行うこ

とが蔵書の状況等を再確認することにつながり、授業等での活用に結び付いたという事例など、校内研

修を実施することにより、読書活動推進に関する教職員の技能及び意識の向上が図られています。
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【推薦図書・必読書や読書目標の設定】

子どもたちの発達段階に応じた推薦図書・必読書を選定し、幅広い読書を勧めている学校も数多く見

られます。リストを作成して子どもや家庭に紹介したり、すべて読み終えた子どもに認定証や読破賞な

どを与えている学校もあります。また、町が推薦図書を選定するなど、地域ぐるみで読書を奨励してい

る取組みも見られます。

読書目標については、読んだ冊数やページ数で示したり、読んだ本の内容等を葉の

形をしたカードに記載させ、葉の茂る木の形にして掲示したりするような取組みが見

られます。

【学校図書館の情報化】

蔵書情報がデータベース化されている学校や、公共図書館及び他の学校とのネットワーク化が整備さ

れている学校が少しずつ増えてきています。学校図書館の情報化が進んだ結果、調べ学習が充実すると

ともに、貸出業務やレファレンス等が短時間で行われ、貸出冊数の増加をはじめとする読書活動の推進

に結び付くなどの効果が報告されています。また、貸出業務にパソコンを導入したことにより、貸出デ

ータをもとに自分の読書活動を振り返らせたり、読書傾向をもとに個別

にアドバイスを行ったり、蔵書の購入計画に反映させたりするなど、情報化が進ん

だ学校図書館ならではの活用が図られています。

【公共図書館との連携】

公共図書館との連携は、図書館法及び学校図書館法それぞれに定められている重要な内容です。公共

図書館は、学校及び学校図書館と連携を図ることが目的のひとつとなっています。その方法としては、

資料の団体貸出をする、レファレンスサービスをする、子どもたちの図書館見学などを受け入れる、学

校（学級）を訪問してお話会や利用指導等を行う、保護者会などで講演をする、ブック

トークなど教員向けの講習会を開く、司書教諭等と公共図書館司書の連絡会を開くな

ど、地域の実情に即して様々な形で実施されています。また、公共図書館からの団体

貸出で蔵書不足を補っている取組みも見られます。公共図書館からのアクションを待

つだけでなく、学校側から働きかけてみることが大切です。

（参考）

図書館法（S25） 学校図書館法（S28）

第三条 図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及 第四条 学校は、おおむね左の各号に掲げるような方

び一般公衆の希望にそい、更に学校教育を援助し得 法によって、学校図書館を児童又は生徒及び教員の

るように留意し、おおむね左の各号に掲げる事項の 利用に供するものとする。

実施に努めなければならない。 五 他の学校の学校図書館、図書館、博物館、公民

四 他の図書館、国立国会図書館、地方公共団体の 館等と緊密に連絡し、及び協力すること。

議会に附置する図書室及び学校に附属する図書館

又は図書室と緊密に連絡し、協力し、図書館資料

の相互貸借を行うこと。

八 学校、博物館、公民館、研究所等と緊密に連絡

し、協力すること。
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【学校図書館ボランティアの活動】

読書活動の推進を図るために、現在、多くの学校で「学校図書館ボランティア」又は「読書ボランテ

ィア」と呼ばれる方々が活躍しています。その多くは読み聞かせ等に関する活動が中心ですが、ボラン

ティアに学校図書館の環境整備や図書の貸出等の業務に御協力いただいている学校もあります。

〈学校図書館ボランティアの活動内容例〉

◇ 環境づくり（清掃、書架の整理整頓、飾り付けや掲示物・小物の作成）

◇ 本、資料の整理（返却された本の配架、本の受け入れ、装備、修理）

◇ ネットワークの補助（予約がかかった本の準備、梱包・発送作業）

◇ 読書の楽しさを伝える活動（絵本の読み聞かせ、紙芝居の実演、ペープサート等）

◇ 資料づくりの補助（決められたテーマに基づく新聞のスクラップ）

小学校に比べて中学校におけるボランティアの活動場面がまだまだ少ないようです。「中学生という

発達段階に読み聞かせはそぐわない」という意識があるのかもしれませんが、実際にボランティアによ

る読み聞かせ等を実施して、読書意欲の向上に結び付けている中学校もあります。地域や学校の実態を

踏まえた上で、ボランティアの協力を仰ぐことも有効な方策のひとつです。

【その他、子どもと本の世界を結び付ける活動】

〈参考資料〉

◇「これからの時代に求められる国語力について（答申）」 文化審議会（平成16年2月）

◇「読書活動・学校図書館関係資料」 国立教育政策研究所教育課程研究センター（平成18年10月）

◇「学校図書館活用テキスト」改訂版 一関地区図書館ネットワーク協議会（平成18年3月）

◇「今日の学校図書館 第３５回全国学校図書館研究大会（郡山大会）研究集録」

第３５回全国学校図書館研究大会事務局（平成18年12月）

◇「学校図書館資源共有に関する実践集」 郡山市教育委員会（平成19年3月）

◇平成２０年度「研究の歩み」Vol.7 福島県学校図書館協議会（平成21年1月）

ブックトーク

例えば、「魔法使いがでてくる本」など、あるテ
ーマのもとに複数の本を選び、その内容を子ども
たちに紹介することで読書意欲を高める方法です。
また、「世界の国々に関する本」など、あるテーマ
の学習活動の導入としてブックトークを行い、調
べ学習に結び付けることもできます。ブックトー
クで紹介した本は、書名、著者、出版者、出版年
などのデータを記載したリストを作成し、読みた
いときにすぐ探せるような工夫を講じると効果的
です。

ストリーテリング

物語や昔話等の内容を子どもの顔を見ながら語

って聞かせることです。事前に話の内容を覚えて

語るだけに、準備はたいへんですが、語り手の人

柄が読み手にも伝わり、読み聞かせ以上に語り手

と聞き手の交流が深まります。

アニマシオン

みんなで同じ１冊の本を読んだ上で、グループ
に分かれてその本の内容に関するクイズに挑戦す
るものです。読書の楽しみを受け取るだけでなく、
楽しみを自分たちで創り出すことができる新しい
方法であり、ゲーム的な手法を通して、子どもた
ちを本と出会わせ、物語の世界に誘うことができ
ます。


